
１．は じ め に

「企業は人なり，人は教育によって人材となる」

という言葉があります。

今日の厳しい大競争時代の中，企業は少ない人員

での経営を強いられています。それだけに企業にと

っては，戦力となる優秀な人材を確保するとともに，

社員個々人の能力アップの社員教育が重要な課題と

なっています。

しかし，福島県産業振興センター（県の外郭団体）

の調べによると，従業員教育を定期的に実施してい

る企業は，約２割にとどまっているとのことであり

ます。特に，中小企業では研修・教育の必要性はわ

かりながら，時間的・資金的などの理由から取り組

めない，二の次になってしまっているのが現状であ

ります。

このような地域状況の中で，ポリテクセンター福

島の事業主団体方式による平成11年度の能力開発セ

ミナーの実施状況と体系的セミナーの拡大に向けて

の取り組みを報告いたします。

２．能力開発セミナー実施状況

平成11年度は，機械系・電気電子系・情報通信

系・居住系・ビジネス系の職務分野で能開セミナー

を実施しました。ここ３年間におけるコース・受講

者数の推移，また各職務分野ごとのコース・受講者

数割合を図１～４で示します（平成12年２月20日現

在で集計）。

平成11年度は，緊急雇用対策によるアビリティ訓

練２部制の実施やセミナー担当者の人事異動などに

より，セミナーのコース数は前年度より減少してい

ますが，セミナー受講者数は若干ですが増加してお

ります。なお，１コース当たりの受講者数は機械系

で約７人，情報通信系で約13人となっております。

また，事業主団体方式によるセミナーとして，年

度当初に，地域ニーズに基づいて設定した「レディ
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メイドのセミナー」と各団体，傘下事業主の要望に

基づいて相談し企画した「オーダメイドのセミナー」

を実施しております。

平成11年度のオーダメイドセミナーのコース数割

合は59％，延べ人・時間集計では69％となっており

ます（図５）。

３．開発援助課のグループ制の取り組み

事業主団体方式によるセミナーを展開するにあた

り，平成９年度より２つのグループ制を導入して業

務を展開しております。

１つは人材高度化支援グループであり，もう１つ

は事業主団体支援グループであります。

セミナー担当講師（平成11年度９名）はセミナー

実施者であるとともに，全員，企画員として，２つ

のグループのいずれかに所属し，業務を実施してお

ります。

個人の裁量で業務を展開するのでなく，科・系の

枠を超えた横断的なグループ編成のもと，情報の共

有，手段・手法の統一化を図り，相互に補完しなが

ら総合的に能開事業に取り組むことをめざしたもの

です。

なお，２つのグループの業務内容は以下のとおり

であります。

３.１　人材高度化支援グループ

人材高度化団体（６団体）の人材育成の企画・立

案の窓口を担当する。

３.２　事業主団体支援グループ

① 事業主団体（35団体）の能開セミナーの企

画・広報・募集の業務を担当する。

② 自己啓発支援プログラムを効率よく効果的に

作成できるシステムを構築する。

③ セミナー担当者は，全員で企画業務を行い，

生涯職業能力開発体系図をもとに，グループに

よる「提案型・体系的なセミナー」を企画する。

４．レディメイドのセミナーの広報・募集

４.１　研修コースガイドと各コース別広報物の

発行

研修コースガイドは年２回（２・８月）に発行・

配布しております。半期単位でセミナーコースを見

直ししながら，ニーズに基づいた研修コースガイド

を集中的に事業主団体・傘下企業に広報し，募集を

行っております。

また，１冊のコースガイドの他に，随時セミナー
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コースのリーフレットを系別に作成し，事業主等に

セミナー案内として広報を行っております（図６）。

４.２　広報誌への掲載

当センターおよび福島センターの実施しているセ

ミナーは,「産業振興センター」「商工会議所」「市

役所」が発行している月刊広報誌上に毎月掲載して

おります。また，各団体の季刊誌に随時，セミナー

を掲載しております。

５．事業推進協力会総会の取り組み

毎年，人材高度化の認定団体と各事業主団体を対

象に「事業推進協力会総会」を行ってきております。

雇用・能力開発機構および当センターの業務を

PRする場として，また事業主団体・企業における

人材教育・能力開発の意義・必要性を高めるための

絶好の機会と位置づけし，取り組んでおります。

今年度は雇用・能力開発機構福島センターと連携
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しながら，「講演会」を中心に，雇用創出・助成制

度の活用，能力開発体系図をもとにしたオーダメイ

ドセミナー構築の仕方について，各系ごとの説明も

含めて，２回（６・２月）実施しました。

① ６月30日開催（約60名参加）

「テーマ　伸びる企業の人材管理の進め方」

（サブテーマ　組織の中の人間とは）

(株)岩瀬書店特別顧問　和田豊治　氏

②　２月24日開催（約200名参加）

「テーマ　大競争時代を勝ち抜くために」

（サブテーマ　松下幸之助に学ぶ人材育成から）

ポリテクセンター関西所長　山口逸男　氏

６．オーダメイドのセミナーの広報・募集

――系別コース体系図とモデルコース案内

生涯職業能力開発体系図に基づいた体系的なセミ

ナーを拡大するためには，団体事務局あるいは団体

傘下企業への定期的な訪問は欠かすことができない

取り組みであります。

グループ制の業務展開として，各事業主団体（35

団体）ごとに２～３名のセミナー担当講師を担当窓

口として配置し，月１回を目標に定期的な訪問を実

施しております。

体系的セミナー，オーダメイドセミナーの構築に

活用することを目標に，系別コース体系図（図７）

とモデルコース案内を作成しております（図８）。

訪問時には系別コース体系図とモデルコース案内

を紹介し，独自の社員教育・能力開発セミナー計画

案作成を勧めております。

系別コース体系図は，生涯職業能力開発体系図を

もとに技能技術の分野だけを抽出し体系化したもの

であり，また，当施設で実施可能なコースと比較一

覧できるようになっております。

モデルコース案内は，当施設で実施可能なコース

ごとの目標，内容，日数，受講料など，コース概要

を表したものです。
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切削加工における仕上げ寸法公差および幾何公差管理に左右する各要素と，刃物の材質
・形状等を一部実験的手法により知識と技能を習得します。 

NC 旋盤作業の技術者として，部品加工に必要なプログラムの作成方法を中心に機械操
作および安全作業法を習得します。 

日　数 
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び安全作業法を習得します。図面から製品加工までの技術を習得します。 
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７．相談・企画書・実施

事業主団体・企業に対し「能力開発セミナー等相

談シート」を配布し，FAXによる相談援助・情報

提供の要望を受け付けております。オーダメイドセ

ミナーの要望の多くは，即実践できる技能の習得，

即効性のある単発のセミナーであります。

実施に向けての企画書の作成の際には，関連する

セミナーを体系図として提示しております。

また，実施時間帯，実施場所は可能な限り事業主

の要望を受けるようにしております。

さらに，今年度は37コースを施設外に出向いてセ

ミナーとして実施しております。

８．今後の取り組み課題

① 事業主団体・事業主への定期的訪問の徹底と

グループでのバックアップ体制の強化を図る。

② セミナー受講申し込み企業が県全体に拡大し

てきているが，都市型施設として，福島市周辺

のみならず県央，県南，相双地区への新たな団

体の拡大とセミナーの展開を図る。

③ 情報革命と言われる昨今，どの企業も緊急か

つ共通の人材教育として，パソコン・インター

ネットの研修を希望している。情報関連の段階

的・体系的なセミナーを提示し，また各専門分

野との連携を考慮した企画書の立案,セミナー

の実施を進める。

④ 中止となったコースの受講希望者には関連す

るオーダメイドセミナーが企画されたときに案

内を出す。また，多くの受講者を出せない企業

の現状に対して，複数企業からの相談の中で共

通するセミナー依頼については新規に立ち上

げ，募集する体制をとる。

⑤ 事業主や人材教育担当者に対して，能力開発

の重要性を啓蒙する場を多く開催する。

⑥ 相談援助に活用している系別コース体系図，

モデルコース案内，相談シートを随時見直し，

充実する。

９．お わ り に

当ポリテクセンター福島は，福島駅を降り，徒歩

５分に位置し，非常に利用しやすい場所にあります。

セミナーの高度化に向けた機器の整備も徐々に進

み，担当講師はその実施体制を整えてきております。

しかし，何もせずに能開セミナーに受講者が集ま

ってくるほど大都市でなく，また企業の数も多くあ

りません。

したがって，企業経営の中での人材教育について

の啓蒙と企業ニーズ・ウォンツに合致した相談・企

画・援助のサービス業務が第一に必要になってきて

おります。

日本企業の停滞の大きな原因は，「技能の空洞化」

にあると言われます。企業経営の中で，教育訓練は

重要と認めるが，あくまでも補助であり，脇役であ

りました。それが原因とも言われています。

また，教育訓練に即効性や具体性を期待するのは

誤りであり，景気・不景気に関係なく地道に行うも

のであるとも言われています。まさに教育は投資で

あり，企業経営の土台を固める戦略であります。

当施設の開発援助課のグループ制もいくつかの問

題を抱えてはいるものの，担当講師全員がセミナー

実施者であるだけでなく，市場のニーズ・ウォンツ

を見ながら相談援助・企画業務を実施しておりま

す。

厳しい経営状況の中，新機構の雇用・能力開発業

務が地域のニーズ，労働者のキャリア形成に対応で

き，かつ地域から今まで以上に貢献でき，期待され

る施設となるよう取り組んでいきたいと思います。
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